
平成　３０年　９月　１２日（水）

◎参加者：６８名　（　うち、アンケート回答者４９名　[ 回収率：７２％ ]　）

[参加者内訳]　

＜性別＞ ＜所属＞ ＜職種＞

●研修内容の満足度

[非常に満足・満足]

（医師） ・さまざまな事例について生の話が聞けてよかった。

（薬剤師） ・多職種の方の仕事上での問題点を知ることができた。
（看護師） ・多職種の方の意見をきくことができてよかった。
（ケアマネ） ・違う立場での介入困難事例について話しを伺うことができよかった。

・ＣＭにとって困難事例は身近で、様々な視点の意見交換が参考になった。

・多職種との連携や関わりをもっと深くできることを学び満足できた。

・多様なケースや対応方法を聞けて勉強になった。

・コーディネーターの話が大変わかり易く、良く理解できた。

・抱えるケースについて、多くの方から役立つ意見を伺うことができた。

（いきいき） ・時間がもう少しあると検討内容がより深められた。

（学生） ・たくさんの事例を知り、色々な職種の方から意見を聞くことができた。

[不満足]

（ケアマネ） ・時間が足りず…。

●関わっている療養者のうち、 ●将来を見据えて、身元保証や後見人などの

   独居かつ認知症の方は何人程度いますか 　 助言をしている療養者はいますか

　　　

平成30年度　第2回瑞穂区多職種連携研修会　アンケート結果

　　　　座長１名　（参加者に含まず）

　　　　病院・診療所　（ 医師５名、看護師２名、名市大ＨＰ診療連携主査２名、医学生２名 ）

　　　　歯科診療所（ 歯科衛生士２名 ）、調剤薬局等 （ 薬剤師３名、薬学生２名 ）、 訪問看護 （ 看護師５名、理学療法士１名、看護補助員１名 ）

　　　　居宅介護支援（ 介護支援専門員２０名 ） 、通所介護事業所 （ １名 ）、訪問介護事業所（ １名 ）

　　　　訪問マッサージ（ 鍼灸マッサージ１名、相談員１名 ）、入所・入居施設職員（ １名 ）

　　　　行政等（ 瑞穂区役所３名、瑞穂保健センター３名、いきいき支援センター１１名、障害基幹相談支援センター１名  ）
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●倫理的・法的側面から介入が難しい療養者に携ったことはありますか
[　はい　]
（ケアマネ） ・救済身体保護が重要と感じたが、ご本人が自宅に拘りがあり施設利用

　に繋ぐまで、とても苦労をした。
・認知症で本人の意思確認が難しく、主介護者の偏った意向に直面。
・数年動きがなかったが、入院時に突然キーパーソンの出現があった。
・タイミングが必要だと感じる。
・本人の性格などもあり、サービス受け入れ拒否。
・本人の決断に強い影響力を持つ人が背後にいる。
・生命に関わる状態になった時、強制介入した。

（いきいき） ・本人から必要情報を聞きたいと思っても教えてくれない。

・医療機関へ問い合わせすることに対し、理解が得られない。
[　いいえ　]
（薬剤師） ・今までそういった場面に直面した事がないため。

●支援が滞った際には、誰に相談していますか ●相談をするタイミングは意識していますか

　

　　　
●連携グループ内で療養者の医療・介護の情報が十分できていると感じますか

[　はい　]
（ケアマネ） ・はち丸ネットワークを利用する事で上手くいくようになったと感じる。

・はち丸ネットワーク加入、活用の事業所が増えることで情報共有が
　し易くなると感じる。
・自身では７０％程度の割合で、できていると感じている。

（看護師） ・はち丸ネットワークを活用することで情報共有がし易くなって良い。
[　いいえ　]
（薬剤師） ・なかなか見える関係を作る事ができない。

・はち丸ネットワークが充実しておらず、もっと増えてくると良い。
（保健師） ・抱え込みすぎ、アセスメントの視点が浅い、視野が狭い。
（ケアマネ） ・努力はしているが十分ではないのかなと・・思い、努力を続けている。

・ケースによる。先生にお話しする機会、タイミングがつかめない。
・病院や担当者により、連携の必要性に対する認識や意欲に開きがある。

（いきいき） ・人手不足で、仕事の業務量多くて余裕ない。
（その他） ・障害分野では個人情報の共有が進んでおらず、まだ此れからと思う。

〈研修会全般に対するご意見〉
（医師） ・今まで参加されない方々にいかに参加してもらうか、興味がないのは何故なのか。

 可能であれば、そのあたり突っ込んで進めていきたいと考える。
（看護師） ・時間的にしっかりと話し合うには、もう少し…でした。
（ケアマネ） ・グループワークの時間をもう少し長くしてほしい。

・職種、立場が違う方々との意見交換をすることで其々の悩みを知り、今後の相談しやすさに繋がると感じた。
（いきいき） ・具体的な事例の解決策を検討したい。
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